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Aggregate Reverse Rank Query（集約逆ランク検索）を提案している。この問合せを効率的に処理す
るため、低次元データ向きの bound-and-filter手法と高次元データ向きの Grid-index手法を提案し
評価を行っている。さらに、この問合せを一般化し、商品群中の各商品に重みを与えることを可能と






ポイントに対して継続的にトップｋ件のオブジェクトを維持する Continuous Search on Dynamic 
Spatial Keyword Objects（動的空間・キーワードオブジェクトに対する継続的検索）を提案してい
る。この問合せに対して、オブジェクトとクエリポイントの情報を効率良く管理し、Grid-based index
や PCL (Partial Cell List) という解候補バッファを用いる問合せ処理方式を提案し評価している。 
 




置データ・キーワードデータを対象に、 Aggregate Reverse Rank Query、 Weighted Aggregate Reverse 
Rank Query、 Continuous Search on Dynamic Spatial Keyword Objectsの３種類のランキング問合
せを新たに定義し、その効率的問合せ処理のための方式を提案している。マーケティングデータを対
象とした従来の手法では、単一の商品を上位にランク付けするユーザを探すという問合せを対象とし
ていたが、本論文の Aggregate Reverse Rank Queryでは、複数商品のバンドル販売などの状況を想
定し複数の商品群を対象とした点に新規性が認められる。さらに、それを拡張した Weighted 
















平成 31年 2月 8日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
